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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月6日(2016.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
本発明の水不含エマルションは粘膜付着性ゲルを形成する
　本発明の水不含エマルションでコーティングされた顕微鏡スライドを、水で処理した。
水の塗布前および塗布後のコーティングされたスライドの写真は、図面の図９から１１と
して含まれている。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．　再石灰化成分を含有する水不含エマルションを含む、改善された再石灰化および脱
感作組成物であって、前記組成物が、唾液と接触すると、歯の表面に対し持続性の粘膜付
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着性ゲルを形成し、前記粘膜付着性ゲルが、唾液と接触し続けると徐々に可溶化し、前記
再石灰化および脱感作成分を歯の表面上に継続的に放出して、前記再石灰化および脱感作
成分の唾液による「洗浄」を最小限としながら、前記歯の表面の延長された再石灰化およ
び脱感作をもたらす組成物。
２．　歯の表面に対し持続性であり、再石灰化および脱感作処理の期間を延長する、改善
された再石灰化および脱感作組成物であって、
中に分配された様々な再石灰化および脱感作成分を含有する水不含エマルションを含み、
前記水不含エマルションが、唾液の存在下で、前記歯の表面に対し持続性の粘膜付着性ゲ
ルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記再石灰化および
脱感作成分を前記歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される再石灰化成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により
可溶化するまで、前記歯の表面を再石灰化し続け、それにより前記再石灰化および脱感作
の期間を延長し、前記歯の表面の改善された再石灰化および脱感作をもたらす組成物。
３．　前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物の
組合せ、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せから
なる群から選択される、上記２に記載の改善された再石灰化組成物。
４．　前記水不含エマルションが、不連続相としてポリジメチルシロキサン、および連続
相として非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有する、上記２に記載の改善された再石
灰化組成物。
５．　前記ポリジメチルシロキサン不連続相が、約１５００ｃｓ～約２５０００００ｃｓ
の間の粘度を有する、上記４に記載の改善された再石灰化組成物。
６．　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する非
イオン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルが、歯の表面に対し持続性である、上
記４に記載の改善された再石灰化組成物。
７．　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチレ
ンアルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、上記６に記載の改善され
た再石灰化組成物。
８．　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グルコ
ン酸乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる群
から選択される混合物を含む、上記３に記載の改善された再石灰化組成物。
９．　前記改善された再石灰化組成物の分配手段が、前記組成物でコーティングされた歯
間デバイス、プロフィーペースト、バーニッシュ、ゲル、練り歯磨き、チューインガム、
シーラント、リンス、およびそれらの組合せからなる群から選択される、上記１に記載の
改善された再石灰化組成物。
１０．　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、
カルボポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、
グアーガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善され
る、上記２に記載の発明の改善された再石灰化組成物。
１１．　歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せのｐＨが
、クエン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる群から選
択されるｐＨ制御組成物の添加により調節される、上記８に記載の改善された再石灰化組
成物。
１２．　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそ
れらの組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、上記２
に記載の改善された再石灰化組成物。
１３．　前記粘膜付着性ゲルが、図面の図１から８に示される通りである、上記１に記載
の改善された再石灰化組成物。
１４．　前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々なＡＣＰＦ混合物、様々なバイオガ
ラスフッ化物混合物、様々なリン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せ
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からなる群からの商用版を含む、上記１に記載の改善された再石灰化組成物。
１５．　前記脱感作成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物の
組合せ、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せから
なる群から選択される、上記２に記載の改善された再石灰化組成物。
１６．　前記水不含エマルションが、不連続相としてポリジメチルシロキサン、および連
続相として非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有する、上記２に記載の改善された脱
感作組成物。
１７．　前記ポリジメチルシロキサン不連続相が、約１５００ｃｓ～約２５０００００ｃ
ｓの間の粘度を有する、上記１６に記載の改善された脱感作組成物。
１８．　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する
非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルが、歯の表面に対し持続性である、
上記１６に記載の改善された脱感作組成物。
１９．　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチ
レンアルコールからなる群から選択される、上記１８に記載の改善された脱感作組成物。
２０．　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グル
コン酸乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組成物からなる
群から選択される混合物を含む、上記１５に記載の改善された脱感作組成物。
２１．　前記改善された脱感作組成物の分配手段が、前記組成物でコーティングされた歯
間デバイス、プロフィーペースト、バーニッシュ、ゲル、練り歯磨き、チューインガム、
シーラント、リンス、およびそれらの組合せからなる群から選択される、上記１に記載の
改善された脱感作組成物。
２２．　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、
カルボポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、
グアーガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善され
る、上記２に記載の発明の改善された脱感作組成物。
２３．　歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せのｐＨが
、クエン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる群から選
択されるｐＨ制御組成物の添加により調節される、上記１９に記載の改善された脱感作組
成物。
２４．　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそ
れらの組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、上記２
に記載の改善された脱感作組成物。
２５．　前記粘膜付着性ゲルが、図面の図１から８に示される通りである、上記１に記載
の改善された脱感作組成物。
２６．　前記脱感作成分が、様々なフッ化物、様々なＡＣＰＦ混合物、様々なバイオガラ
スフッ化物混合物、様々なリン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せか
らなる群からの商用版を含む、上記１に記載の改善された脱感作組成物。
２７．　再石灰化成分を含有する水不含エマルションコーティングを含む、改善された再
石灰化歯間デバイスであって、フロッシング中に放出される前記コーティング組成物が、
唾液と接触すると、歯の表面に対し持続性の粘膜付着性ゲルを形成し、前記粘膜付着性ゲ
ルが、唾液と接触し続けると徐々に可溶化し、前記再石灰化成分を歯の表面上に継続的に
放出して、前記再石灰化成分の唾液による「洗浄」を最小限としながら、歯間部の歯の表
面の延長された再石灰化をもたらすデバイス。
２８．　フロッシング中に放出され、歯の表面に対し持続性であり、歯間再石灰化処理の
期間を延長する水不含コーティング組成物を含有する、改善された再石灰化歯間デバイス
であって、
中に分配された様々な再石灰化成分を含有する水不含エマルションコーティングを含み、
前記水不含エマルションコーティングが、唾液の存在下で、前記歯間部の歯の表面に対し
持続性の粘膜付着性ゲルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記再石灰化成分を
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前記歯間部の歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される再石灰化成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により
可溶化するまで、前記歯間部の歯の表面を再石灰化し続け、それにより前記再石灰化の期
間を延長し、前記歯間部の歯の表面の改善された再石灰化をもたらすデバイス。
２９．　前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物
の組合せ、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せか
らなる群から選択される、上記２８に記載の改善された再石灰化歯間デバイスコーティン
グ。
３０．　前記水不含エマルションコーティングが、不連続相としてポリジメチルシロキサ
ン、および連続相として非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有する、上記２８に記載
の改善された再石灰化歯間デバイスコーティング。
３１．　前記ポリジメチルシロキサン不連続相が、約１５００ｃｓ～約２５０００００ｃ
ｓの間の粘度を有する、上記３０に記載の改善された再石灰化歯間デバイスコーティング
。
３２．　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する
非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルが、歯の表面に対し持続性である、
上記３０に記載の改善された再石灰化歯間デバイスコーティング。
３３．　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチ
レンアルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、上記３２に記載の改善
された再石灰化歯間デバイスコーティング。
３４．　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グル
コン酸乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる
群から選択される混合物を含む、上記２９に記載の改善された再石灰化歯間デバイスコー
ティング。
３５．　前記改善された再石灰化歯間デバイスの分配手段が、前記組成物でコーティング
されたモノフィラメントの歯間デバイス、マルチフィラメントの歯間デバイス、片手フロ
ス、歯科用刺激器具およびそれらの組合せからなる群から選択される、上記２７に記載の
改善された再石灰化歯間デバイスコーティング。
３６．　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、
カルボポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、
グアーガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善され
る、上記２８に記載の発明の改善された再石灰化歯間デバイスコーティング組成物。
３７．　歯間部の歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せ
のｐＨが、クエン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる
群から選択されるｐＨ制御組成物の添加により調節される、上記３４に記載の組成物を含
有する改善された再石灰化歯間デバイス。
３８．　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそ
れらの組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、上記２
８に記載の改善された再石灰化歯間デバイスコーティング組成物。
３９．　前記粘膜付着性ゲルが、図面の図１から８に示される通りである、上記２７に記
載の改善された再石灰化歯間デバイスコーティング組成物。
４０．　前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々なＡＣＰＦ混合物、様々なバイオガ
ラスフッ化物混合物、様々なリン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せ
からなる群からの商用版を含む、上記２７に記載の改善された再石灰化歯間デバイスコー
ティング組成物。
４１．　脱感作成分を含有する水不含エマルションコーティングを含む、改善された脱感
作歯間デバイスであって、前記コーティング組成物が、フロッシング中に放出され、唾液
と接触すると、歯の表面に対し持続性の粘膜付着性ゲルを形成し、前記粘膜付着性ゲルが
、唾液と接触し続けると徐々に可溶化し、前記脱感作成分を歯間部の歯の表面上に継続的
に放出して、前記脱感作成分の唾液による「洗浄」を最小限としながら、前記歯間部の歯
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の表面の延長された脱感作をもたらすデバイス。
４２．　フロッシング中に放出され、歯間部の歯の表面に対し持続性であり、歯間脱感作
処理の期間を延長する水不含コーティング組成物を含有する、改善された脱感作歯間デバ
イスであって、
中に分配された様々な脱感作成分を含有する水不含エマルションコーティングを含み、
前記水不含エマルションコーティングは、唾液の存在下で、前記歯間部の歯の表面に対し
持続性の粘膜付着性ゲルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記脱感作成分を前
記歯間部の歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される脱感作成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により可
溶化するまで、前記歯間部の歯の表面を脱感作し続け、それにより前記脱感作の期間を延
長し、前記歯間部の歯の表面の改善された脱感作をもたらすデバイス。
４３．　前記脱感作成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物の
組合せ、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せから
なる群から選択される、上記４２に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング。
４４．　前記水不含エマルションコーティングが、不連続相としてポリジメチルシロキサ
ン、および連続相として非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有する、上記４２に記載
の改善された脱感作歯間デバイスコーティング。
４５．　前記ポリジメチルシロキサン不連続相が、約１５００ｃｓ～約２５０００００ｃ
ｓの間の粘度を有する、上記４４に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング。
４６．　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する
非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルが、歯間部の歯の表面に対し持続性
である、上記４４に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング。
４７．　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチ
レンアルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、上記４６に記載の改善
された脱感作歯間デバイスコーティング。
４８．　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グル
コン酸乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる
群から選択される混合物を含む、上記４３に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーテ
ィング。
４９．　前記改善された脱感作歯間デバイスの分配手段が、前記組成物でコーティングさ
れたモノフィラメントの歯間デバイス、マルチフィラメントの歯間デバイス、片手フロス
、歯科用刺激器具およびそれらの組合せからなる群から選択される、上記４１に記載の改
善された脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
５０．　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、
カルボポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、
グアーガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善され
る、上記４２に記載の発明の改善された脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
５１．　歯間部の歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せ
のｐＨが、クエン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる
群から選択されるｐＨ制御組成物の添加により調節される、上記４８に記載の改善された
脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
５２．　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそ
れらの組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、上記４
２に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
５３．　前記粘膜付着性ゲルが、図面の図１から８に示される通りである、上記４１に記
載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
５４．　前記脱感作成分が、様々なフッ化物、様々なＡＣＰＦ混合物、様々なバイオガラ
スフッ化物混合物、様々なリン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せか
らなる群からの商用版を含む、上記４２に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティ
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ング組成物。
５５．　再石灰化成分を含有する水不含エマルションで歯の表面を処理するステップを含
む、再石灰化のための改善された方法であって、前記組成物が、唾液と接触すると、歯の
表面に対し持続性の粘膜付着性ゲルを形成し、前記粘膜付着性ゲルが、唾液と接触し続け
ると徐々に可溶化し、前記再石灰化成分を歯の表面上に継続的に放出して、前記再石灰化
成分の唾液による「洗浄」を最小限としながら、前記歯の表面の延長された再石灰化をも
たらす方法。
５６．　歯の表面に対し持続性であり、改善された再石灰化方法の期間を延長する組成物
で、歯の表面を処理するステップを含む、再石灰化のための改善された方法であって、
前記組成物が、中に分配された様々な再石灰化成分を含有する水不含エマルションを含み
、
前記水不含エマルションが、唾液の存在下で、前記歯の表面に対し持続性の粘膜付着性ゲ
ルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記再石灰化成分を
前記歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される再石灰化成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により
可溶化するまで、前記歯の表面を再石灰化し続け、それにより前記改善された再石灰化方
法の期間を延長し、前記歯の表面の改善された再石灰化をもたらす方法。
５７．　前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物
の組合せ、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せか
らなる群から選択される、上記５６に記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む
再石灰化のための改善された方法。
５８．　前記水不含エマルションが、不連続相としてポリジメチルシロキサン、および連
続相として非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有する、上記５６に記載の組成物で歯
の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
５９．　前記ポリジメチルシロキサン不連続相が、約１５００ｃｓ～約２５０００００ｃ
ｓの間の粘度を有する、上記５８に記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再
石灰化のための改善された方法。
６０．　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する
非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルは、歯の表面に対し持続性である、
上記５８に記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善され
た方法。
６１．　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチ
レンアルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、上記６０に記載の組成
物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
６２．　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グル
コン酸乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる
群から選択される混合物を含む、上記５７に記載の組成物で歯の表面を処理するステップ
を含む再石灰化のための改善された方法。
６３．　前記改善された再石灰化組成物の分配手段が、前記組成物でコーティングされた
歯間デバイス、プロフィーペースト、バーニッシュ、ゲル、練り歯磨き、チューインガム
、シーラント、リンス、およびそれらの組合せからなる群から選択される、上記５５に記
載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
６４．　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、
カルボポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、
グアーガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善され
る、上記５６に記載の発明の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のため
の改善された方法。
６５．　歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せのｐＨが
、クエン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる群から選
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択されるｐＨ制御組成物の添加により調節される、上記６２に記載の組成物で歯の表面を
処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
６６．　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそ
れらの組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、上記５
６に記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法
。
６７．　前記粘膜付着性ゲルが、図面の図１から８に示される通りである、上記５５に記
載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
６８．　前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々なＡＣＰＦ混合物、様々なバイオガ
ラスフッ化物混合物、様々なリン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せ
からなる群からの商用版を含む、上記５５に記載の組成物で歯の表面を処理するステップ
を含む再石灰化のための改善された方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯の表面に対し持続性であり、再石灰化および脱感作処理の期間を延長する、改善され
た再石灰化および脱感作組成物であって、
中に分配された様々な再石灰化および脱感作成分を含有する水不含エマルションを含み、
前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せ
、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せからなる群
から選択され、
前記水不含エマルションが、不連続相としてポリジメチルシロキサン、および連続相とし
て非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有し、
前記水不含エマルションが、唾液の存在下で、前記歯の表面に対し持続性の粘膜付着性ゲ
ルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記再石灰化および
脱感作成分を前記歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される再石灰化成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により
可溶化するまで、前記歯の表面を再石灰化し続け、それにより前記再石灰化および脱感作
の期間を延長し、前記歯の表面の改善された再石灰化および脱感作をもたらす組成物。
【請求項２】
　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する非イオ
ン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルが、歯の表面に対し持続性である、請求項
１に記載の改善された再石灰化組成物。
【請求項３】
　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチレンア
ルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項２に記載の改善された
再石灰化組成物。
【請求項４】
　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グルコン酸
乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる群から
選択される混合物を含む、請求項１に記載の改善された再石灰化組成物。
【請求項５】
　前記改善された再石灰化組成物の分配手段が、前記組成物でコーティングされた歯間デ
バイス、プロフィーペースト、バーニッシュ、ゲル、練り歯磨き、チューインガム、シー
ラント、リンス、およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１に記載の改
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善された再石灰化組成物。
【請求項６】
　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、カルボ
ポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、グアー
ガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善される、請
求項１に記載の発明の改善された再石灰化組成物。
【請求項７】
　歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せのｐＨが、クエ
ン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる群から選択され
るｐＨ制御組成物の添加により調節される、請求項４に記載の改善された再石灰化組成物
。
【請求項８】
　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそれらの
組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、請求項１に記
載の改善された再石灰化組成物。
【請求項９】
　フロッシング中に放出され、歯間部の歯の表面に対し持続性であり、歯間脱感作処理の
期間を延長する水不含コーティング組成物を含有する、改善された脱感作歯間デバイスで
あって、
中に分配された様々な脱感作成分を含有する水不含エマルションコーティングを含み、
前記脱感作成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せ、
バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せからなる群か
ら選択され、
前記水不含エマルションコーティングが、不連続相としてポリジメチルシロキサン、およ
び連続相として非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有し、
前記水不含エマルションコーティングは、唾液の存在下で、前記歯間部の歯の表面に対し
持続性の粘膜付着性ゲルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記脱感作成分を前
記歯間部の歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される脱感作成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により可
溶化するまで、前記歯間部の歯の表面を脱感作し続け、それにより前記脱感作の期間を延
長し、前記歯間部の歯の表面の改善された脱感作をもたらすデバイス。
【請求項１０】
　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する非イオ
ン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルが、歯間部の歯の表面に対し持続性である
、請求項９に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング。
【請求項１１】
　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチレンア
ルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１０に記載の改善され
た脱感作歯間デバイスコーティング。
【請求項１２】
　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グルコン酸
乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる群から
選択される混合物を含む、請求項９に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング
。
【請求項１３】
　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、カルボ
ポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、グアー
ガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善される、請
求項９に記載の発明の改善された脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
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【請求項１４】
　歯間部の歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せのｐＨ
が、クエン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる群から
選択されるｐＨ制御組成物の添加により調節される、請求項１２に記載の改善された脱感
作歯間デバイスコーティング組成物。
【請求項１５】
　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそれらの
組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、請求項９に記
載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング組成物。
【請求項１６】
　前記脱感作成分が、様々なフッ化物、様々なＡＣＰＦ混合物、様々なバイオガラスフッ
化物混合物、様々なリン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せからなる
群からの商用版を含む、請求項９に記載の改善された脱感作歯間デバイスコーティング組
成物。
【請求項１７】
　歯の表面に対し持続性であり、改善された再石灰化方法の期間を延長する組成物で、歯
の表面を処理するステップを含む、再石灰化のための改善された方法であって、
前記組成物が、中に分配された様々な再石灰化成分を含有する水不含エマルションを含み
、
前記再石灰化成分が、様々なフッ化物、様々な非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せ
、バイオガラス、リン酸三カルシウムフッ化物混合物、およびそれらの組合せからなる群
から選択され、
前記水不含エマルションが、不連続相としてポリジメチルシロキサン、および連続相とし
て非イオン性ポロキサマー界面活性剤を含有し、
前記水不含エマルションが、唾液の存在下で、前記歯の表面に対し持続性の粘膜付着性ゲ
ルを形成し、
前記持続性の粘膜付着性ゲルが、唾液の存在下で段階的に溶解して、前記再石灰化成分を
前記歯の表面上に放出し、
前記徐々に放出される再石灰化成分が、前記持続性の粘膜付着性ゲルが前記唾液流により
可溶化するまで、前記歯の表面を再石灰化し続け、それにより前記改善された再石灰化方
法の期間を延長し、前記歯の表面の改善された再石灰化をもたらす方法。
【請求項１８】
　前記非イオン性界面活性剤連続相が、唾液の存在下で粘膜付着性ゲルを形成する非イオ
ン性ポロキサマー界面活性剤を含み、前記ゲルは、歯の表面に対し持続性である、請求項
１７に記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方
法。
【請求項１９】
　前記非イオン性界面活性剤が、ポロキサマー、ポリソルベート、ポリオキシエチレンア
ルコールおよびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１８に記載の組成物で
歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
【請求項２０】
　前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せが、グルコン酸カルシウム、グルコン酸
乳酸カルシウム、硝酸カルシウム、硫酸カルシウムおよびそれらの組合せからなる群から
選択される混合物を含む、請求項１７に記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含
む再石灰化のための改善された方法。
【請求項２１】
　前記粘膜付着性ゲルの持続性が、ポロキサマー、カルボキシメチルセルロース、カルボ
ポール、ガントレッツ、カラギーナンガム、トラガカントガム、キサンタンガム、グアー
ガムおよびそれらの組合せからなる群から選択される組成物の添加により改善される、請
求項１７に記載の発明の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改
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善された方法。
【請求項２２】
　歯の表面上に放出される前記非晶質リン酸カルシウムフッ化物の組合せのｐＨが、クエ
ン酸、アスコルビン酸、リン酸、リンゴ酸およびそれらの組合せからなる群から選択され
るｐＨ制御組成物の添加により調節される、請求項２０に記載の組成物で歯の表面を処理
するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
【請求項２３】
　前記唾液流が、Ｊａｍｂｕ樹脂、スピランテス抽出物、スピラントールおよびそれらの
組合せからなる群から選択される唾液促進組成物の添加により促進される、請求項１７に
記載の組成物で歯の表面を処理するステップを含む再石灰化のための改善された方法。
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